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◼前期・第4期（2015～2017年度）までに

• EPO中部では、中部における地域環境活動の協働促進を目的と
して「協働コーディネーター」の育成支援を展開。

• 7県×3人・計21名がEPO中部・協働コーディネーターとして
EPO中部の協働に関わる研究・研修に協力。

コーディネーターとは
･･･様々なネットワークの要となり、参加と協働をデザインしていく専門家

協働コーディネーターの役割
･･･①ファシリテーター、②コーディネーター、③評価のアセッサー（特に協働評
価の評価者）

「協働コーディネーター～参加型協働社会を拓く新しい職能～」世古一穂・編著（ぎょうせい）

EPO中部・協働コーディネーター：
中部エリアにおいて、EPO 中部と共に「協働」を追求し、「協働」を楽しみ、持続
可能な社会づくりを進める地域のお手伝いをしていただける方
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◼今期・第5期（2018～2020年度）においても

• 第五次環境基本計画で「地域循環共生圏」の構築が示されたこ
とを受けて、協働やSDGs活用を含めた地域環境活動を支援・
促進することとし、地域の人材である協働コーディネーターの
活躍方策を検討。

• 第5期からも16名の協働コーディネーターが引続き、EPO中部
への協力を継続。

16名のコーディネーター>>>パンフレット「協働による地域循環共生圏づくり」参照。

• EPO中部「協働コーディネーター連絡会（全3回）」の会議を
経て、 2019年度に「地域循環共生圏づくり研究会（EPO中
部）」を立ち上げ。



⚫ 普及・啓発
⚫ 仕組み・環境整備
⚫ 有識者紹介など

企業その他団体

• SDGsの導入（チェックリスト
活用）

• ＣＳＲ活動関係の地域の支
援、地域で活動、地域での
イベント開催 など

自治体等行政機関

• 総合計画、環境基本計画等
の計画策定における参画、
諮問会議へ有識者として出
席

• 個別の事業・取組、広報、イ
ベント開催等の企画・支援・
調整・ファシリテーター など

ＮＰＯ等地域活動主体

• 各々の活動の支援・調整
• 各種申請書類の作成指導
• 地域循環共生圏関連事業
等の実施支援

• SDGs関連が要件となってい
る事業・助成制度への応
募・実施の支援
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EPO中部・協働コーディネーターの今後の展開イメージ

環境省（中部地方環境事務所）

• 環境行政の最新動向情報の共有
• 地域循環共生圏(関連事業)の地域

への周知・自治体等の取組支援
• 地域の環境活動支援、協働促進

EPO中部

協 働
・協働コーディネート
活動見える化プログラ
ム（仮称）の活用

・SDGsマッチングコン
サルテーション

・地域循環共生圏づくり
支援

コーディネーターの職能

EPO中部の役割

コーディネーター
「地域循環共生圏」づくり研究会（仮)



参考資料）パンフレット「協働による地域循環共生圏づくり」
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EPO中部・協働コーディネーター
及び「見える化プログラム」
については、こちらのパンフレットを
ご参照ください。


